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概要: 0.5V駆動 LSIの実現に向けて，低雑音かつ低消費電力な電圧制御発振器を開発した．リング
型VCOは低電圧化および低消費電力化とともに位相雑音特性が劣化する．LC型VCOと同等の位相
雑音特性を実現するには，理論的に約 1000倍の消費電力が必要であり，0.5V駆動 LSIが目指す低消
費電力動作には向かない．本研究では，Dual-Condunction型の Class-C LC VCOにより，0.2V電源
で 4.5GHz発振を実現した [1]．
結果: 図 1に回路図を示す．0.2Vおよび 0.3V電源で評価を行った．0.2V電源において，消費電力
は 114 µWであり，位相雑音は 1MHz離調で −104 dBc/Hzであった．位相雑音は劣化するが最低で
57 µWの消費電力での発振が可能である．0.3V電源では FoM=−190 dBc/Hzを実現した．
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